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都市になぜアートが必要なのか 

Why we need Arts in cities? 

 

清水敏男／Toshio SHIMIZU  

 

「都市になぜアートが必要なのか」と自問する前に、アートが全くない都市を想像してみ

よう。ここでいうアートは、19 世紀末の造語の「美術」が指し示す主に絵画、彫刻だけで

はなく、日本の伝統的な装飾、工芸、庭園、書（タイポグラフィー）、生け花、建築デザイ

ン、グラフィックデザイン、工業デザイン、ファッション、音楽、演劇、文学など全てを

も含めて「アート」と呼んでみよう。この中でどれが欠けても人間の生活が成り立たない

のではないか。書（タイポグラフィー）はいらない？都市に殴り書きの看板が溢れていた

としたらどのような日常だろうか。少し振り返っただけでこうした様々な形態の「アート」

は人間にとって必要であり、人間が集まって暮らす都市には当然必要である、と言っても

過言ではないだろう。私は都市とアートに 40年以上関わってきた。始めは都市の中の美術

館を通じて、そして今は直接都市にアート作品を設置する仕事に携わっている。しかし都

市にアートが必要でない、と思っている人が多いことに驚かされる。美術館も不要である

という議論が起きたこともある。確かにアートが都市に必要である、という理論的根拠は

薄いことは否めない。ただ「都市にアートが必要だ」とアプリオリに思った人々がいたこ

と確かであり、そういう人々のおかげで様々な形態のアートが存在し続けてきた。この度

のシンポジウムでは都市とアートの関係について考えてみたい。 
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